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Summary The character who often appears by the name of Kiroku in Osaka-style Rakugo is usually introduced as a 
“fool”. However, he is not just a fool but has his own wisdom and a strong character. Like ordinary people, he possesses 
desires, which always motivate his conducts. Examples of such desires are found in his statements “I want some more 
spending money”, “I want to be loved by women”, or “I want to drink”. In this respect, he differs greatly from his 
counterpart Yotaro in Tokyo-style Rakugo, who is described as an utter “idiot” and unsel sh. In contrast, Kiroku with 
his worldliness and greediness is loved by not only the residents of the Rakugo world but also by the general audience. 
Why is he loved so much by people in spite of his toughness and greediness?  Obviously, the sympathy of people who 
think “He is just like us” is one factor. However, from the standpoint of social tactics, he surprisingly displays his 
charming qualities in Osaka-style Rakugo. The present treatise is on how we learn “lovable social tactics” from Kiroku.
























示したいのは、落語に学ぶ “ 生き方 ” である。具体的
には、“ 喜六 ” と呼ばれる “ 阿呆 ” の「型」に学ぶとい
うことである。この愚かなる男をひとつのロールモデ















“ 喜六 ” は上方落語における最多登場人物である。そ






おける道化的立場で “ 阿呆 ” である。しかし、彼は先
に述べた通り、ただの “ 阿呆 ” ではない。そのことは、



























語の祖 ” と称せられるのは、京都の誓願寺の住職で “安
楽庵策伝 ”である。これについては 3－（1）“子褒め ”
の源流において詳しく述べる。
次に、落語家が職業として歴史に現れたのは、京都
の “ 露の五郎兵衛 ” と “ 初代米沢彦八 ” が最初である。
延宝（1673～ 1681）から天和（1681～ 1684）年間、
露の五郎兵衛は北野天満宮にて、“初代米沢彦八 ” は大













定番化された人物の代表格である。本文で “ 落語 ” と
称するのは、この “ 物語 ” 化された落語のことで、登
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“ 喜六 ” は “ 阿呆 ” と揶揄されながらも、このように
清八に反撃する術を知っている。 “ 喜六 ” は知識には
乏しいもののなかなかの知恵者であり、機転が利く男
である。


























3．“子褒め ”にみる “喜六 ” 像
先に考察した“喜六”像をふまえつつ、より具体的に、










“ 子褒め ” という咄の原型は古くから存在している。
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とが推測される。現行の落語の “ 型 ” は、これも 1に
述べた通り、かなり近年になってからのことである。“子

























































起：“ 喜六 ” が行動を起こすに至った動機。ここでは
酒にありつきたいというのがその動機である。
承：後半に笑いを呼び込むための伏線部分。ここで


















“ 喜六 ” が珍客であれば、“ 甚兵衛 ” もそれなりに驚
いた対応をする。この咄では、“喜六 ” はしょっちゅう
“ 喜六 ” 宅へ出入りしているという設定である。当たり
前の日常の一コマであり、“ 喜六 ” の訪問は “ 甚兵衛 ”
にとって珍しいことでない。
b．“甚兵衛”にとって、“喜六”は歓迎すべきお客である。
「ささ、こっち上がんなはれ」と “ 甚兵衛 ” は歓迎し
ながら “ 喜六 ” を招き入れている。少なくとも「何だ、
お前か。面倒くさい奴が来たな」というニュアンスで
演じるべきではない。“甚兵衛 ” のこの一言だけでお客
は “ 喜六 ” が愛される存在であることを察知するので
ある。また、“ 喜六 ” は町内のご隠居 “ 甚兵衛 ” や、兄
貴分である “ 清八 ” など周囲に頼って生きているが、
頼られる方もまた、それによりコミュニティーの中で
の立ち位置を与えられているのである。“喜六 ” にとっ
て “ 甚兵衛 ” が無くてはならない存在であるのと同様
















“ 喜六 ” という男はまさにこのナースと同様、“ 甚兵
衛 ” にとって「生きる力」なのである。“ 喜六 ” の訪問
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い男やな」という台詞にもよく現れている。無論、“甚
兵衛 ” は “ 喜六 ” のことを自身の「生きる力」と自覚し
ながら付き合っているわけではないが、結果的には “喜
六 ” によって生き甲斐を与えられている。“ 喜六 ” が上
手に甘えたり、また頼ることが、及いては “ 甚兵衛 ”
を生き生きとさせている。“ 喜六 ” の “ 阿呆 ” は、この
ように大変有意義な “阿呆 ” でもある。





























兵衛 ” も会話を楽しめなくなる。“ 喜六 ” はこの辺りの
バランスが実に上手く、“言語センス ”に優れている。
d．“喜六 ” は大変な酒好きである
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る。しかし、いくら気易い間柄とはいえ、“喜六 ” にとっ
て甚兵衛はあくまで目上の人物である。しかし、それ
でも “ 喜六 ” は時に甚兵衛に逆らうのである。だが、
ここからが “ 喜六 ” の偉いところで、多少甚兵衛をい
らつかせる事があったにせよ、決して彼を本気で怒ら
せることはないのである。ここに “ 喜六 ” なりの対話

























つまり、“ 喜六 ” は天性の “ 聞き上手 ” で “ 乗せ上手 ”
なキャラクターなのである。“喜六 ” の存在は、世間の
多くの年配者が持つであろう “ 人に何か教えたいとい
う欲求 ”をおおいに叶えている。それゆえ “甚兵衛 ” は













































































である。つまり、“ 喜六 ” の台詞が下降を防ぐことで、
全体が陰な調子になるのを回避できるのである。“ 狂

























ここで “喜六 ” が使う「知ってなはるか？」の「はる」
は、大阪弁における敬語である。前述の牧村史陽によ
ると「はる」は「敬意をそえる語。ナサル→ナハル→































“ 喜六 ” は、敬語とタメ口を上手く織り交ぜながら話
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シテは “ 喜六 ” ということになる。また、“ 子褒め ” に
おいても、全編通して登場するのは “ 喜六 ” のみであ
り、“ 喜六 ” を中心にその心理が変化する様をお客は楽







































































感を抱かせるという点にある。それは “ 喜六 ” の聞く


























“ 喜六 ” の場合、自らを一段低い位置に据えることで、
相手に優越感を感じさせ、同時に自尊心と安心感を与



































甚兵衛が “ 喜六 ” を好くのは、彼が何でも自分に聞
いてくれるからである。甚兵衛にとって何でも頼って
くる “喜六 ” は可愛くて仕方がない。
③　転～ばらし～
いよいよここからが物語の佳境＝ “ 伏線 ” に対する
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うして見ていくと “ 喜六 ” がいかに処世術に長けてい
るかが分かる。落語を学ぶということは、対話術を学
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